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インドネシア延縄漁業によるみなみまぐろ漁獲量を測量するために用いられているCSIRO/RIMF監視システム
摘要

本論は、1993年から現在まで、バリのべノア沖で操業している延縄漁業によって漁獲されているみなみまぐろの漁獲量を監視するために、CSIRO/RIMFによって用いられている手法を記述している。CSIRO/RIMFの計測者は、べノア港における輸出加工場で活動している買い付け人によって測定された各マグロ類の重量を記録している。みなみまぐろに関しては、その測定時に各重量及び適切な体長も記録される。各マグロの重量は、種ごとに、また各水揚げに対する輸出状況ごとに小計され、また、その後ジャカルタのRIMFデータベースに入力される。輸出業者によって提示された積荷リスト（packing list）から導き出され、またCSIRO/RIMFによって加工場で監視された月別輸出マグロ類総量と一致しているバリ州（Dinas）の全マグロ類の月別輸出総量に対して、総漁獲量を推定するのに使われている引き伸ばし率は、漁業Dinasが測定している。他の多くの漁船と違って、メバチマグロを対象としているPSB漁業会社による漁獲量は、漁獲量に関する他の構成要素から区別され、他の会社の水揚げを推定月別総漁獲量を提示するために引き伸ばした後に、追加されている。
